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第二言語教育プログラムについての一考察
経済学部　表　　　正　幸
はじめに
　培材大学（배재대학교）は、大韓民国大田広域市の西部に位置する、1981年に設置され
た私立大学である。1885年8月5日、アメリカ系メソジストの宣教師アペンゼラー（Henry 
Gerhard Appenzeller）が知人の家を借り、生徒2名を教えたのがその始まりである。1886
年6月8日、高宗皇帝がこの教室に「培材学堂」という学校名を下賜した後、同年10月には
生徒数が20名になり、ここで大韓帝国の礎石となる英材を育てる夢を抱いて、韓国の近代
教育が始まった。その結果、李承晩元大統領など韓国近代史で活躍する人物を輩出した。
　同大学が主催する「培材大学国際サマースクール」の学校案内によれば、教員283名、職
員135名からなる培材大学（Pai Chai University）の組織は、イギリスのスタイルで、まず
collegeがあり、その下に学部や学科がある。詳しくは次の通りである1。
　하워드대학 （글로벌인문）
국어국문과，　심리철학과，　복지신학과，　유아교육과，　외국어로서의　한국어학과，
영어영문학과，　TESOL　　영어과，　독일어문화학과，　프랑스어문화학과, 
스페인어·중남미학과,　중국학부， 일본학과， 러시아학과
　서재필대학 （경영/사회/법）
경 영 학 과,　　　　　　　　 무 역 학 과,
전자상거래학과, 　정치·언론학과,
미디어정보·사회학과, 　행정학과,
공공행정학과,　법학부
　아펜젤러대학 （이공）
전산수학과,　 물리융합전기공학과, 
분 자 과 학 부,　　　 생 물 의 약 학 과, 
바이오·의생명공학과,　   생명공학과, 
　　원예조경학부,　가정교육과,　간호학과,　컴퓨터공학과,　정보통신공학과, 전자공학과,
　　게임공학과,　정보전자소재공학과,　나노고분자재료공학과,　설환경·철도공학과,
１ 「배재대학교　홈페이지　방문을　환영합니다」
　（http://www.pcu.ac.kr/college/college_01.html）　2012 年 11 月 23 日取得。
培材大学のキャンパス・マップ
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　　비주얼아트디자인학과
　김소월대학 （관광문화예술）
관광·이벤트경영학과, 호텔·컨벤션경영학과, 여가서비스경영학과, 외식경영학과, 
의류패션학과, 　　　　음악학부（클래식/실용음악),　 　　　미술조형디자인학과, 
사진영상디자인학과,　레저스포츠학과,　건축학부
　주시경대학
　　문화예술콘텐츠학과, 실버보건학과
　《日本語訳》
　ハワード大学（グローバル人文）
国語国文学科、心理哲学科、福祉神学科、幼児教育科、外国語としての韓国語学科、
英語英文学科、TESOL英語科、ドイツ語文化学科、フランス語文化学科、スペイン語・
中南米学科、中国学部、日本学科、ロシア学科
　ソ・ジェピル大学（経済・社会・法）
経営学科、貿易学科、eコマース学科、政治・言論学科、メディア情報・社会学科、行政
学科、公共行政学科、法学部
　アペンゼラー大学（理工）
電算数学学科、物理融合電気工学科、分子科学部、生物・医薬学科、バイオ・生体医科
学科、生命工学科、園芸造景学部、家庭教育科、看護学科, コンピュータ工学科、情報
通信工学科、電子工学科、ゲーム工学科、情報電子素材工学科、ナノ高分子材料工学科、
建設環境・鉄道工学科、ビジュアル・アート・デザイン学科
　キム・ソウォル大学（観光文化芸術）
観光・イベント経営学科、ホテル・コンベン
ション経営学科、余暇サービス経営学科、
外食経営学科、衣類ファッション学科、音
楽学科（クラッシック・実用音楽）、美術造
形デザイン学科、写真映像デザイン学科、
レジャースポーツ学科、建築学部
　チュ・シギョン大学
　　文化芸術コンテンツ学科、シルバー保健学科
PAITEL（培材国際言語生活館）
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以上のような5単科大学5学部43学科を擁する培材大学は、韓国の各種大学評価の国際化部
門で４年連続8位～ 10位を占めている。そして、全学生数は、10,157名で、その中の1,066
名がinternational studentsであるが、同大学には、収容定員1,965名のPAITEL（培材国際
言語生活館）があり、そこが入寮を希望するinternational students全員を収容している。2
　筆者は、2012年8月5日～ 25日の26日間、韓国に滞在し、培材大学の第二言語教育プロ
グラムについての踏査を行った。拙稿の目的は、それに基づき、筆者の勤務する鹿児島国
際大学が第二言語教育プログラムを今後どのような方向性で構築すればよいのかを考察し
てみることである。
ICTを活用した教育・学習支援
　本学でも、Web Career PortfolioやLiveCampusを通じて、学生の教育や学習支援をして
いる。では、培材大学では、どのようなシステムを使って、また、ICTを活用して、どの
ように教育・学習の支援をしているであろうか。
　培材大学の教育目標の一つに「国際感覚を培う実用教育」とあり、さらにそれが発展し
て「国際化を先導する大学」とある。そうした教育目標を持つ培材大学には次のような
SmartCampusという教育・学習支援システム3がある。
２　『培材大学国際サマースクール』の学校案内による。
３　 「SMART CAMPUS」　（https://lms.pcu.ac.kr）　2012 年 8 月 8 日取得。
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そのサイトを訪問して、SmartCampus自体が韓国語のみならず、英語、中国語、日本語、
ロシア語に対応している点を見るだけでも、教育・学習支援に対する同大学の意気込みが感
じられるが、培材大学がICTを活用して、さらに、どのように教育・学習支援をしているか
見てみよう。
　ログインして、グローバル・メニューにある「スマートキャンパス」をクリックすると、
SmartCampusのコンセプトが「スマ トーキャンパス紹介」4として次のように説明されている。
《「スマートキャンパス紹介」の原文》
스마트캠퍼스 소개 / 100년 지속성장대학 배재대학교
Speed, Mission, Active, Reborn, Together 발전전략으로 
SMART시대를　선도하겠습니다.
  배재대학교 SmartCampus는 기존의 강의매체에서 탈피하여 새로운 매체를 통해서
다양한  지식과  정보를  시간과  공간의  제약을  받지않고  수강하여  공유  할  수  있는
새로운 시스템입니다.
　SmartCampus 의 e-Learning 강의는 정해진 수업시간이나 장소에 구애없이
수시로 반복학습을 할 수 있으므로 지금까지의 강의실 강의와는 색다른 형태의
강의로서 자리잡게 될 것입니다.
  SmartCampus 를 통해 진행되는 사이버 강의는 전통적인 강의에서 하기 어려운
다양한 교육활동과 학습을 할 수 있습니다.
교수자는  충분한  시간을  갖고  강의준비를  할  수  있고,  다양한  강의자료와
４　 「SMART CAMPUS」　（https://lms.pcu.ac.kr）　2012 年 8 月 8 日取得。
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참고자료를 편리하게 관리 운용할 수 있으며 토론진행, 과제제출확인, 게시판,
성적입력 등을 일괄적으로 처리할 수 있습니다.
　학생들은 강의내용을 시간구애없이 반복할 수 있으며 해당 강좌에 대한 질문은
Q&A　에 게시판으로써 다른 학생과 지식을 공유하며 교수님의 답변을 들을 수
있습니다. 또한 원하는 날짜와 시간을 선택하여, 학습하고자하는 강좌의 강의실
좌석을  미리예약이  가능합니다.
《日本語訳》
スマート・キャンパス紹介。１００年持続成長大学　培材大学。
Speed, Mission, Active, Reborn, Together　発展戦略として
SMART時代をリードします。
　培材大学のSmartCampusは、既存の講義媒体から脱皮し、新しい媒体を通じて、多様
な知識と情報を、時間と空間の制約を受けず、受講して共有することができる新しいシ
ステムです。
　SmartCampus の e-Learning講義は、決められた授業時間や場所に拘束されることな
く、随時、反復学習することができるので、今までの講義室の講義とは毛色の異なる形
態の講義として定着するでしょう。
　SmartCampusを通じて、進行しているサイバー講義は、伝統的講義では行うのが難し
かった教育活動と学習を可能にしています。
　教員は十分な時間を持って、講義の準備をすることができ、多様な講義材料と参考材
料を簡単に管理運用でき、討論進行、課題提出確認、掲示板、成績入力などを一括して
処理することができます。
　学生たちは講義内容を時間にかかわらず、反復することができますが、該当講座に関
する質問はQ&Aの掲示板で他の学生と知識を共有しながら、教授の答弁を聞くことがで
きます。また、希望する日時と時間を選択して、「学習しよう」という講座の講義室の座
席を予約することが可能です。
 
本学でも、LiveCampusを通じて、教材な
どをアップしたり、課題提出を確認したり、
成績を入力したりできるが、そうした活動
のみならず、SmartCampusは、上に紹介し
たコンセプト通り、講義の新しいスタイル
を真摯に作り出そうとしている。グローバ
ル・メニューにある「サイバー講座」をク
リックすると、「オンライン講座」と「オフ
ライン講座」と「混合講座」があり、2012
年2学期で、「オンライン講座」は7講座、「オ インターネット・カフェ
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フライン講座」は502講座、「混合講座」は24講座が開講されており、中を覘いて見ると、
各講座に百名近い受講者がいる。さらに、培材大学のPAITEL（培材国際言語生活館）に
は無線ランが完備されており、パソコンのない学生に対しては、各階にインターネット・カ
フェを設けて、こうしたICTが機能するようにしているようである。
　SmartCampusにログインして驚いたことだが、グローバル・メニューにある「講義・学習」
をクリックし、出て来たローカル・メニューにある「授業時間割」をクリックすると月曜日
から土曜日まで、7時50分始業の0限から始まって、50分の授業時間単位で、終業が24時
の15限まで、1日の授業があることが分かった。
　また、SmartCampusを通じて、講義の受講に際して、希望する日時と時間を選択して、
講義室の座席を予約するという発想も目新しいものであった。だが、培材大学の学生にこ
の件に関して、ヒアリングすると、実際は、試験の時と質問のある時しか、予約はしない
ということであった。
　さらに、培材大学も英語教育や英語学習の支援をするために、かつては、Moodleを使っ
ていたということであったが、現在は、SmartCampusとは別の次のような「サイバー実用
英語学習」というシステムを用意し、学生の英語力の強化に努めている5。
「サイバー実用英語学習」というこのサイトの特徴は、「科学的言語トレーニング」6として
次のように要約されよう。
５　 「배재대학교 사이버 실용영어 학습사이트에 오신 것을 환영합니다 .」
　（http://b2b.neungyule.com/paichai/）2012 年 8 月 9 日取得。
６　 「훈련프로그램」（http://b2b.neungyule.com/PAICHAI/sub/hakjum/subhakjum.asp）　2012 年 8 月 9 日取得。
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《「科学的言語トレーニング」の原文》
과학적　언어　트레이닝
　기존의　파트별　문제은행　식　추출형　문제풀이만으로는　영어　실력은　늘 
제자리입니다.
　자신에게　어떤　약점이　있을　경우　그　약점은　비단　토익　파트 1 을　틀리는데
그치지　않습니다.
　나머지　모든　파트의　문제를　푸는데　영형을　주고　더　나아가서는　영어를　잘하게
되는　데에도　계속해서　걸림돌로　작용합니다.
　이　약점을　치유하지　않고서는　토익　점수가　계속　제자리를　맴돌게　되거나　아무리
해도　실력이　향상되지　않게　마련인　것입니다.
　약점이란　것은　친힌　친구나　선배의　역점과　같을　수　없습니다. 사람마다　부족한
능력이　따로　있는　것입니다.
　이　프로그램은　77　가지　개념원리를　학습하고　훈련하여　약점별　영어　기초　능력을
향상시키는　1:1　맞춤형　토익　훈련프로그램입니다.
　TEST　를　통해　1:1　개인별　약점을　진단하고　학습　매트릭스를　설계합니다. 개인별
매트릭스에　따라　발음, 표현, 어휘, 배경지식, 구조, 문법, 어구 등 필수 개념원리를 
학습하고, 암기 훈련, 읽기 훈련, 사고 훈련 등 언어과학적 트레이닝을 실시하고, 
문제풀이로　실전　적응력　높입니다.
　이　프로그램의　가장　큰　특징은　바로　자신의　약점을　강점으로　만들어　준다는　데
있습니다.
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　이것이야말로　무엇보다도　효율적으로　토익을　대비할　수　있는　길이며, 앞으로　토익
시험이 어떻게 바뀌든, 어떤 문제가 등장하든, 이에 대처할 수 있는 기본과 실력을 
튼실하게 해주는 길입니다.
《日本語訳》
科学的言語トレーニング
　既存のパート別問題バンクから抽出された問題を解くだけでは、英語の実力はいつま
で経っても同じです。
　自分に何か弱点がある場合、その弱点はただ単にTOEIC®のパート１を間違えて終わ
るというものではありません。
　残りすべての問題を解くのに、影響を与え、そのままにしておくと、英語を上達させ
ようにも何度もつまずくところとなります。
　その弱点を直さないでいると、TOEIC®の点数が伸びなかったり、どんなに頑張って
も実力が伸びなかったりするものなのです。
　弱点なんてものは、親友や先輩のそれと同じはずがありません。人によって、不足し
ている能力は違うのです。
　このプログラムは７７種類の概念原理を学習、訓練して、弱点別の英語基礎能力を向
上させる１対１の個別対応型のTOEIC®訓練プログラムです。
　TESTを通じて、１対１の個人別の弱点を診断して、学習マトリックスを設計します。
個人別の学習マトリックスに従って、発音、表現、語彙、背景知識、構造、文法、語句
など必須の概念原理を学習し、暗記訓練、読解訓練、思考訓練など言語科学的トレーニ
ングを実施し、問題を解くことによって、実戦的適応力を高めます。
　このプログラムの最大の特徴は、自分の弱点を強みに替えてくれるところです。
　こうしてこそ、何よりも、効率的にTOEIC®の準備をすることができ、今後、
TOEIC®の試験がどのように変化しても、どんな問題が登場しても、これに対処する基
本と実力を強固なものにしてくれるのです。
　次に、ログインして、「サイバー実用英語学習」の実際のeラーニングの画面を見てみよう。
　次の画面は「パンダ・ドッグの日記」というコンテンツの中の「ドチ・ドッグの秘密」7 
という話である。コンテンツの多くのインターフェイスには現代の学生にとって親しみや
すいイラストも多用され、サイト全体が非常に柔らかい作りになっているのが特徴的であ
る。
 
７　 「오픈콘텐츠 판다독의 다이어리」
　　（http://b2b.neungyule.com/PAICHAI/sub/OpenContents/subOpenContents.asp）　2012 年 8 月 9 日取得。
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上の画面からもわかるように、イラストを多用することは、英語に非常に親しみやすくな
り、また視覚による理解を促進することは言うまでもない。こうして見ると、本学でも、
イラストの好きな学生のボランティアを募り、学生
たちにとって、親しみやすいeラーニングのコンテ
ンツを開発することが可能かもしれない。
　以上、概観したように、培材大学は、一般の科目
にしろ英語にしろ、eラーニングに相当に力を入れ
ているが、同大学の第二言語教育方法の実践の素晴
らしさは、eラーニングだけでは、終わらない。そ
こで、次節では、培材大学が主催する「培材大学国
際サマースクール」を概観してみよう。
培材大学国際サマースクール
　今年の「培材大学国際サマースクール」は、2012年8月6日～ 23日の23日間であったが、
筆者は学生たちに同行し、この第二言語教育プログラムについての踏査を行った。
教室の出入口にある出欠管理システム
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　2012年度のサマースクールには、様々な国から集まった209名の学生たちが参加したの
だが、その男女比は男子学生が25％で、女子学生が75％であった。そして、参加学生たち
はどこの学生なのか。その構成は次のようになっている。
日本からの学生が44％で第1位を占め、2位は36％の中国系の学生たち（台湾13％ +中国
23％）であるが、これは、今年度の「培材大学国際サマースクール」のブローシュアから
算出した数字である。ブローシュアでは参加学生は国籍別にリストが作られていたが、実
際は、コロンビア国籍の学生がアメリカの大学に所属していたり、在日韓国人の学生が参
加していたりしたので、参加学生を国籍別に分類するより、やって来た国別に分類する方
が統計としては正確なようである。
　このように様々な国から集まった学生たちは、「培材大学国際サマースクール」で第二言
語として韓国語を学習するのだが、そのスケジュールは次のようになっている。
培材大学国際サマースクールの案内
⾲㻌 ṇᖾ 
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9：00～12：00 12：00～13：30 13：30～15：30 15：30～17：00
8月6日（月）
開会式
クラス編成テスト
オリエンテーション
昼食
キャンパス・ツアー 歓迎会
8月7日（火） 授業
カンフー演武
交流会
8月8日（水） 授業 授業 自由時間
8月9日（木） 授業 陶磁器作り体験
8月10日（金） Waterpark
8月13日（月） rafting
8月14日（火） 授業 昼食
自由時間8月15日（水） 伝統遊び体験
8月16日（木） 授業 昼食
8月17日（金） Everland
8月20日（月）
授業 昼食
授業
自由時間8月21日（火）
テコンドー体験
韓紙工芸体験
8月22日（水） 自由時間
8月23日（木） 全州：韓国伝統式家屋の村
修了式
送別会
本学で実施している「英語海外語学研修」と比べると、何となく韓国語の授業を受ける時
間が非常に少ないという印象を受けざるを得ないが、サマースクールを主管する部署の「国
際交流處」のスタッフにヒアリングすると、「韓
国の学生たちと各国からの参加学生との交流を通
して、相互に言語を学習するのがよい。サマース
クールに参加する培材大学の学生たちは、たいて
い韓国語以外に2つの言語が操れる」ということ
であった。実際、サマースクールには培材大学の
学生たちがボランティアで参加するので、同大学
はその中から選んだ「パイロット」と呼ばれるボ
ランティアの学生たちを軸に、各国からの参加学
生たちの世話に当たらせているのである。
　さて、このプログラムの最大の特徴は、「パイロット」と呼ばれる韓国の学生たちと各国
からの参加学生たちが、英語と日本語と中国語のグループに分かれ、日常の生活のアドバ
イスや自由時間を一緒に過ごすことによって、それぞれに交流を深めながら、お互いに語
学力を高め合うという点にある。各国からの参加学生にとっては、現地の学生と韓国語で
交流できるメリットがあるが、当然、ほとんどの参加学生は韓国語が初級のレベルなので、
込み入ったことがまだ言えない。そこで、培材大学の学生たちが自分の担当したグループ
に応じて英語や日本語や中国語を使うのだが、培材大学の学生たちの英語や日本語や中国
語も中級ぐらいのレベルなので、各国からの参加学生たちとの交流を通じて、韓国の学生
たちも語学力をブラッシュアップする。このようにして、「培材大学国際サマースクール」
学生たちに説明するパイロット
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は、まさに一石二鳥のプログラムなのである。
　このプログラムの二つ目の特徴は、韓国語の初級、中級、上級というクラスに応じた自家
製のテキストを使っていることと、それ
の解説本として、韓国語版は言うまでも
なく、英語版、日本語版、中国語版、ロ
シア語版があるという点である。ここら
あたりにも、言語教育プログラムに対す
る培材大学の熱心さがうかがえるのであ
る。
　先ほど見たように、様々な国から参
加学生がこのサマースクールに集まっ
ている。それは、培材大学が、国際交
流に力を入れている42 ヶ国中の246も
の大学や機関と提携していることと無
関係ではないかも知れない。
鹿児島の潜在力をグローバルに拓く第二言語教育
　最近、尖閣諸島や独島（竹島）を巡って、日本と中国や韓国の関係が冷え込む中、本学
ではどのような第二言語教育を目指せばいいのかを考えてみよう。『中国の次のアジア』8に
よれば、中国リスクの顕在化で、今後、世界の生産拠点や消費市場は、インドを含めた東
南アジアと西アジアに移ると予測されている。一方で、生産年齢人口（15歳～ 64歳）が増
え続ける期間である「人口ボーナス期」、すなわち、経済成長を加速させやすい期間の残存
期間を見れば、40年後の成長市場が分かるという考え方がある。本学でどのような第二言
語教育を目指せばよいのかという観点からは、この「人口ボーナス期」という視座から見
た40年後の生産拠点や消費市場の方が役に立ちそうなので、それについて、もう少し詳し
く考えてみたい。
　『週刊ダイヤモンド』 は、アフリカの多くの国が「人口ボーナス期」の残存期間が30年以
上あるので、40年後の成長市場としては、有望であるということを指摘した上で、40年後
の生産拠点や消費市場として、BRICSとアセアン加盟国の「人口ボーナス期」の残存期間
を次のように分析している。9
８　『中国の次のアジア』 （日経 BP 社 , 2012 年）
９　『週刊ダイヤモンド』 （株式会社ダイヤモンド社 , 2012 年） 第 99 巻 , 48 号。 28 頁～ 59 頁
各国から参加した学生たち
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BRICS
　ブラジル…10年 ロシア…終了 インド…30年以上
　中国…5年 南アフリカ…30年以上
アセアン加盟国
　インドネシア…15年以上30年未満 マレーシア…10年
　シンガポール…5年 ベトナム…5年
　タイ…5年 ミャンマー…10年
　フィリピン…30年以上 ラオス・ブルネイ・カンボジア…不明
『週刊ダイヤモンド』によれば、BRICSに関しては、インドと南アフリカが、アセアン加盟
国に関しては、フィリピンが「人口ボーナス期」の残存期間が30年以上あるので、40年後
の成長市場としては、有望であるとなっている。
　こうした国々が生産拠点や消費市場であるという観点からは、本学の第二言語の教育と
学習も「英語」だけで十分であるかも知れない。文部科学省の「大学の世界展開力強化事業」
の対象の変化は、そのことを如実に表しているのかも知れない。2011年には同省の同事業
の対象が日中韓・米国であったものが、2012年には、対象はASEAN諸国に変わっているの
である。
　しかし、昨今の『日本経済新聞』によれば、現実は、日本の企業は販売が下手だという理
由で、例えば、サムスンといった韓国の企業に売上高で負けている場合が多い。実際、国
債の格付けも韓国よりも下である。そうした弱点を克服するために、文部科学省は、2012
年から「グローバル人材育成推進事業」を開始したわけであるが、同省は、その事業によっ
て、「若い世代の『内向き志向』を克服し、国際的な産業競争力の向上や国と国の絆の強化
の基盤として、グローバルな舞台に積極的に挑戦し活躍できる人材の育成を図るべく、大
学教育のグローバル化を目的とした体制整備を推進する」10というのである。
　では、どうやって？
　日本も韓国も人口ボーナス期が終わっているし、中国は、あと5年で終わる。そうすると、
この三か国は少子高齢化という同じ問題を抱える。従って、中国や韓国はもはや生産拠点
や消費市場にはなりえない。この三カ国が限られたマーケットでシェアを取り合うように
なることは当然予期される。しかし、資源の奪い合いは戦争になるという過去の教訓を活
かすとすれば、今後の限られたマーケットでシェアを取り合うのではなく、マーケットの
開拓を進めて、シェアを分け合うという発想が大切になって来るのではなかろうか。すな
わち、中国や韓国が生産拠点や消費市場であるという意識を捨て、中国や韓国がライバル
或いはパートナーであると捉えられるというパラダイムの転換が必要となって来るのであ
る。それは、明治維新以来、日本人に刷り込まれた「アジア蔑視」、「脱亜入欧」からの脱
10　 「平成 24 年度グローバル人材育成推進事業の公募について（通知）：文部科学省」
　 （http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/kaikaku/sekaitenkai/1319969.htm） 2012 年 11 月 26 日取得。
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皮に他ならない。そして、拙稿で述べる第二言語教育や学習がそれを達成するには非常に
有効な触媒となるであろう。
　40年後の成長市場を見据えながら、パラダイムの転換が可能となる第二言語教育とはど
のようなものであろうか。何と言っても、まず学習すべきは、事実上 lingua francaである
「英語」であることは間違いない。一方で、日本の英語教育、及び、英語学習には、次のよ
うな問題点があることも忘れてはならない。
　第一に、どんな英語を教えるかである。Globish11がいいのか。native Englishがいいのか。
実は、40年後の成長市場を見据えた場合、Globishもnative Englishも必要なのである。
　第二に、日本の企業は販売が下手であるという形で顕在化する、日本人の英語による対
人スキルの未熟さが挙げられる。William A. Vance氏は、この点を英語コミュニケーション
能力を高めるために向上の必要な3つの領域として、次のように整理している。
… 第1領域は基本的な英語能力で、語彙、文法、文の作り方が含まれます。…第2領域は
いわゆるコミュニケーション能力で…いかに情報を並べたり、考えを説得したり、意見
を強調したり、またどのように人を感動させたり統率したり、説得したりという毎日の
生活や仕事には不可欠な戦術的な側面です。第3領域は、コミュニケーションに対する信
念です。より良い人間関係を築いたり、感情を制御したり、自分の影響力を高めたりす
るために工夫しようとする心構えを持つことです。12
Vance氏の指摘した3つの領域における能力が低いことに加え、日本の教育において、政
治・経済・文化・社会・言語をバラバラに学習することによる視野狭窄が日本人の英語コミュ
ニケーション能力の低さに著しく拍車をかける。これに対する解決策を見出せる例として、
ブータンの教育を取り上げよう。確かに、ブータンでは学問を教える国語が整っていない
という事情があろうが、しかし、ブータンが国語とブータン史以外は英語で授業を行って
いるのは、視野狭窄に陥らないようにするためだと考えても、そうした教育が将来もたら
す効果を考えたとき、その考えが結果的にはあながち間違いだとは言えないのではないだ
ろうか。この例にならって、英語コミュニケーション能力を高めるために、本学においても、
英語を教育・学習するのではなく、英語で教育・学習することが肝要なのである。言うまで
もなく、国語（日本語）や日本史は日本語で学習するのがよい。
　また、「アジア蔑視」、「脱亜入欧」からの脱皮というパラダイムの転換を考慮に入れれば、
教育者と学習者のmindsetの変革が必要である。文化とは、言語を通じて、人の意識を形成
し、その行動を拘束する権力システムであるから、中国語や韓国語の学習を通して、文化
の学び直しがどうしても必要となって来る。文化が学び直せないとすれば、中国や韓国と
真のライバル或いはパートナーになるという意識改革は、到底不可能であろう。
11　Globish とは、Jean-Paul Nerrière 氏と David Hon 氏が Globish The World Over の中で提唱する non-native 
English speaker のための英語である。
12　ウィリアム・ヴァンス著 『人を動かす英語』（PHP 研究所 , 2011 年）　4 頁～ 5 頁。
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結　び
以上述べてきたことから、本学の第二言語教育が目指す方向としては、
・培材大学のように、eラーニングの強化によって、学生の学習時間を確保する
・本学の学生が、培材大学のように、中国や韓国の学生と、ひいては、英語圏の学生と
日常的に交流し、学習し合える言語学習環境を作る
・英語コミュニケーション能力の向上のため、英語で教育・学習することを中心とし、
日本語では国語（日本語）や日本史を学習する
・アジアに目を向けた意識改革のために、英語のみではなく、中国語や韓国語も教育・
学習する
ということになろう。これらの第二言語・第三言語は、関係各国の人と人的ネットワークが
作れるように、教育・学習されることが必須であろう。そして、人治主義の強いアジアでは、
そのネットワークを武器にビジネスを展開することが必要最低条件ではなかろうか。
この調査への不測の事態をご理解下さり、この調査を実施するにあたって、ご協力を賜っ
た情報処理センター長と情報処理センターのスタッフのみなさん、また、拙稿を執筆する
にあたって、ご協力いただき、帰鹿までお世話になった培材大学のスタッフと学生のみな
さん、協力してくれた鹿児島国際大学の学生たち、そして、最後ではありますが（last but 
not least）、一番お世話になった金讚基（김찬기）さんに深謝申し上げます。
